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研究成果の概要（和文）：　日本語オノマトペの認定について、外国語学、日本語史、日本語方言研究の各分野
から、知見と認識を深めることができた。特に、「なめとこ山の熊」を題材に、日本語学会ポスター発表で行っ
た、今回のメンバーのうち３名（小野・竹田・川﨑）が、各人の認定基準によって、オノマトペを認定したとこ
ろ、認定における差異が生じたというテーマは、発表後の質疑応答も極めて活発で、一定のインパクトを与え得
たと考えられる。
　また、メンバー各人も、古典語におけるオノマトペ認定の問題、「オノマトペ」という学術用語の成立、方言
や方言民話におけるオノマトペ認定の問題について、研究成果を発表した。

研究成果の概要（英文）：We could deepen our knowledge and awareness of the certification of Japanese
 onomatopoeia from the fields of foreign linguistics, Japanese history, and Japanese dialect 
research.
In particular, three of the members (Ono, Takeda, and Kawasaki) of this year's poster presentation 
at the Society for Japanese Linguistics on the subject of Kenji Miyazawa's "Nametokoyama no Kuma" by
 recognized the onomatopoeia according to their own certification criteria. The question and answer 
session after the presentation was extremely lively, and it is thought that the theme of the 
difference in accreditation had a certain impact.
Each member also presented their research results on the issue of onomatopoeia recognition in 
classical Japanese, the formation of the academic term "onomatopoeia", and the issue of onomatopoeia
 recognition in Japanese dialects and its dialect folktales.

研究分野：日本語史（語彙・意味）

キーワード： 日本語オノマトペ　日本語オノマトペ認定の原理　日本語方言オノマトペ　オノマトペの対照的研究　
日本語オノマトペの史的研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　オノマトペの認定については、従来、あまり意識的に考察されたとは言いがたく、かなり直観的なものであっ
た。たとえば、「あっさり」は各種オノマトペ辞典に掲載されているが、形容詞「浅い」の語幹から形成されて
いる。もとが一般語であっても、たとえば、「いらいら」は、現代語においてオノマトペであるという意識が高
いというようなこともあるので、もとが一般語であっても、オノマトペと認定できて構わないのであるが、その
認定根拠がどういうものかを示す必要があるのである。その認定の過程と、認定方法について、一定の寄与を行
なうことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 (1)オノマトペ（擬音語・擬態語）に関しては、近年、世界的な関心事となってきていて、オノ
マトペが豊富な言語として従来知られてきた日本語、韓国語のほかに、西・南アフリカ、東南ア
ジア、アマゾンなどの諸言語にも豊富に見つかるという報告がなされている。また、フランス西
南部とスペイン東部に亘るバスク語にも 5000語程度見出すことができるという報告もある。 

(2)ところが、いざ諸言語のオノマトペの語数を比較しようとしたとき、オノマトペがどう認
定・範囲確定されているのかが、実は、それぞれの報告において十分明らかになっていないとい
う根本的な問題がある。そのため、例えば、オノマトペの語数は、日本語においては、4500か
ら 5000とされ（小野正弘 2007『日本語オノマトペ辞典』）、上記バスク語では 5000とされ（窪
薗晴夫編 2017『オノマトペの謎』）、また、韓国語でも 5000（同前）で一説には 8000から 10000
あるとも言われているが、そもそも、どこからどこまでをオノマトペとしてよいかという認定・
範囲画定が十分になされていないのに、比較することにどけだけの意味があるのかということ
になる。 
 (3)そこで、本研究課題の核心をなす学術的「問い」は、「どこからどこまでをオノマトペと呼
ぶのか」ということである。 
 
２．研究の目的 
  (1)日本語に関して、どこからどこまでをオノマトペとするかについて、研究者間でも一致
をみないという大きな問題が横たわっている。もちろん、だれから見てもオノマトペとして問題
ない語群が存し、また、その周辺にオノマトペと言えるかどうかの認定が困難なものがあるとい
う認識は、すでに共有されている。しかし、個別的な語のレベルで、それをオノマトペとするか
否かについての原理的な省察ならびに意見交換は不足している。 
 (2)これらの状況をふまえて、本研究の目的として、第一には、「どこからどこまでをオノマト
ペと呼べるのか」という問いに基づいて、オノマトペの認定・範囲確定をする際には、どのよう
な共通理解が可能で、どのような点に認識の違いが出るのかを明らかにすることとした。 
 従来の研究では、研究者が、個別にオノマトペの認定・範囲確定を済ませてしまい、その際に
認定・範囲確定の基準も必ずしも明示しないという状況が続いてきた。そのため、だれかがオノ
マトペであると認定してしまうと、後続の研究もそれを検証する機会もないまま、継承してきた
という憾みがあったからである。 
 
３．研究の方法 

(1)研究代表者の小野正弘は、全体の進行を統括するとともに、従来のオノマトペ研究論文で
のオノマトペ認定・範囲確定に関する指摘を総合し、従来説では、どんなことが言われてきたの
か、また、それは継承されているのかといった点の検証を行うとともに、問題点を整理する 
 共同研究者の角岡賢一は、自身の角岡賢一 2007『日本語オノマトペ語彙における形態的・音
韻的体系性について』等で得られた、オノマトペの原理的知見に基づきながら、種々の文献にお
けるオノマトペについて、境界オノマトペ等についての再確認を行う。 
 共同研究者の中里理子は、特定の語が史的変化を遂げることで、オノマトペと解されるように
なる現象の語史的解明を、「しみじみ」「つくづく」「とっくり」等の具体例に基づいて行って、
どんな条件が見出されればオノマトペとして認識されていると言えるのかといった点に関する
解明を行う 
 共同研究者の竹田晃子は、異なる方言間でオノマトペの所属認識はどういう異同を有するか
という問題を解明し、特に、音韻的な方向からの、方言オノマトペの特性について分析と考察を
深める。 
 共同研究者の川﨑めぐみは、オノマトペには、玩具名の「がらがら」、幼児語の「ぶーぶー（自
動車）」のように、一般語に遷るものがある一方で、その逆の場合、すなわち、一般語がオノマ
トペとして解される場合があることから（名古屋方言、東北方言に例があるとされる）、そのよ
うな現象についても考察を及ぼすことで、オノマトペの認定・範囲確定について寄与する研究を
行い、また、民話におけるオノマトペの資料収集、ならびにデータ整理を通して、オノマトペの認定・範
囲確定について処理困難な語を具体的に洗い出すことを行なう。 
 
４．研究成果 
 特筆すべき成果を、２点挙げる。 
 (1)2021 年の日本語学会ポスター発表で、小野、竹田、川﨑が、それぞれの立場から、宮澤賢
治の童話「なめとこ山の熊」におけるオノマトペの認定を試みた。その結果、次のような知見が
得られた。 
  竹田：81語認定（延べ）  川﨑：74 語認定（延べ） 小野：65 語認定（延べ） 
この結果から、日本語オノマトペの認定は、研究者によって、かなり変動しうるという知見が得
られた。しかし、このことは、オノマトペ認定が、研究者個々の主観によって、なんとでもなっ



てしまうということを意味しない。どのような基準によってオノマトペを認定するかというこ
とで、差異が生じるのである。具体的には、たとえば、次のような差異である。 
 

 
   
すなわち、「冴え冴え」のようなものは、だれもオノマトペとは認定しないし、「がさがさ」は、
だれでもオノマトペと認定するが、「だんだん」「ちょっと」「やっと」「もっと」「しげしげ」「ず
うっと」等については、立場によって、認定上の差異が生じるのである。 
 このようなことは、これまで、明らかにされたことはなく、共通認識として、大きな成果だっ
たと言ってよいと思われる。 
 
(2)共同研究者の中里による、「とくと」「とっくと」「とっくり」、ならびに、「しかと」「しっか
と」「しっかり」、および、「しみじみ」「つくづく」の史的分析も、新たな知見を提示した。これ
らは、いずれも、一般語との関係性が考えられるものであり、特に、「しみじみ」「つくづく」な
どは、連濁している点、それぞれ、動詞「沁む」「尽く」との関連性が考えられることから、む
しろ、簡単に、オノマトペとしての認定を放棄してしまうようなものである。が、種々の徴証を
もってすれば、これらも、オノマトペとしての理解が可能となるということを示したという点に
おいて、特筆される成果であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冴え冴え だんだん ちょっと やっと もっと しげしげ ずうっと がさがさ
Ａ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ × × × × × ○ ○ ○
Ｃ × × × × × × × ○
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